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り、生 記録を書き話し合うことによって、 「直面する生活上の諸課題についての認識を深め状況 打開す 契機な
る（６）









観しておこう。生活記録を行いながら地域 問題に向き合っていた教師たちが の方法 模索し省察する中で、勤務評定など教育行政の保守化に危機感を持ち、構想した運動が「戦争教育の 録運動」であった。つまり、 「戦争教育の記録運動」は、山形県の勤務評定闘争 中で生活記録運動から発展し 運動な である。　
本稿で取り扱う内容は、山形県 地域の運動から「戦争













































須藤克三や真壁仁 出会い、 山形県児童 化研究会（以下、





























































































た学級は一人一冊、生活記録集 作っているようであるノートとはその生活記録集のことである。こ からは子どもと教師だけではなく、親と教師とが生活記録を行おうという意図が読み取れる。生活記録を通し 、 村 生活
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得ることで、旧米沢市の青年教師が同意しやすい環境を整えた。こうして、旧 青年教師を支持者に変え、米沢地区支部青年部で提案が承認された。その後、 「戦争教育の記録」の提案が県教組の青年部に持ち込まれた際も鈴木は県の校長会や他市の校長会をまわり、彼らから承認を得ていった。なお、このことに加え、当時の反動的な政治情勢が、 他の地区支部青年部にも問題意識を共有させた。




































































争教育の記録」を行う意図を見 く。本史料は Ⅰ．私たちの風土」と「Ⅱ．この事実を」 、 「１．こんなことがあ
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った」 、 「２．どうても一本足りないもの」 、 「３．さらに浸蝕を深めるもの」 、 「４．サークル的つながりにのみ」で構成される（以下「Ⅰ」 、 「Ⅱ」などと表記） 。　
本史料では、米沢の人々の「古い」態度を指摘し、その




















で組合員である教師がテスト委員となって運営されることになっていた。そしてそ ための説明が公民館でされるので、テスト委 となった教師は、公民館 出張せねばならなかった。当初、この学力テストに対し、組合執行部 反対の姿勢を示さなかった。だが、事前に行われた組合の集会で、テスト委員となっ 教師、つまり一般 組合員が主導となり学力テストへの反対を決め 。そして、テスト委員となった教師が組合執行部を動かして、教委 て学力テスト反対の意見を伝えた。これに対し 委や校長会が硬直姿勢を示し 。教委は公民館に来ないのであれば「出張命令違反である」と述べた。この時になりようやく、組合執行部も闘争姿勢を打ち出し さらに組合執行部は反対要求に加え「出張拒否については不問 する」ことも主張し、闘争により反対要求の一部と出張拒否 不問 獲得した。　
この闘争で鈴木は次のことを実感した。
　「団結の強さと、信じあうことのうれしさ」であつた。指令によつてのみ動いてきた私たちが、執行部



























　「Ⅰ」にあったように、 鈴木は教育を「米沢の風土」と「対決」するものと考えていた。しかしながら、その教育を担う教師の中に見えてきたのは、 「米沢の風土」と同様に「古い」態度であった。ここでは校長の権威的 態度を問題視していた。　このような校長の態度に加え、 「１」では問題のある教







































た。一つ目は権威に迎合する「米沢衆という特異な 二枚舌的性格」である。二つ目は戦前の修身教育のよう 木口小平を語る教師がいることである。これは戦前、戦中教育のような教育をしてい 教師がいること 例であろう。そして三つ目は、組合をな がしろ す ような発言を述べる教師がいることである。　
その上で鈴木は「今の私たちの教師生活が、こ まゝ






















後十年の教師生活の中で、自己独り、ないしは組合運動の流れのうちに、この切りこみを行ってきたであろうか。終戦を単純に一つ 推移現象としてうけとめ、包蔵する古さと 歴史 誤 とフタをかけ、「新らしい教師像」を消化不良のまゝふりまわしてきた。
〔中略〕
私たち自身も再び どこにでも横すべりしていく教師になりつゝあるのであろうか。真実に新しい教師とは―それを考えるまえ 私た








れば治まらない習性、人間相互のハガネのような連帯意識のなさ」と表現する。そしてその態度の原因を、 「教師（教育）の戦争責任」や「戦前戦時から簡単にスライドしてきた教育 偽瞞 を追及せずに「新らしい教師像」や「教師の良心」 を築こう してきたことに見て ることが分かる。　
また、鈴木は「３」で、これまでに指摘した教師の態度
















可能性を見出し たことが分かる。　「４」では「歴史の逆戻りへの烈しい抵抗」や生活記録などの「北方性の教育の受けつぎ」 ためには、 「サークル的つながり」や「職場サークル化 が必要であると言う。これは、学力テスト反対闘争で実感したとある点 ら、下からの教師の団結のことである。　このように一度はサークル的につながったにも関わら
ず、 「１」で 学力テスト反対闘争後、権威に迎合する「二枚舌的性格」により サークル的つながりが崩れていったことも指摘していた。　
サークル的につながれなくなってしまうこうした態度を
克服するためにも、 「２」 で 「教師 （教育） の戦争責任」 「戦
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　四、 『山形の教育―学校白書 戦争教 記録―』と　　
その影響
　『山形の教育』の第三部「戦争教育の記録」は、総頁数三五頁で記録は全部で四五編ある。構成は、冒頭に「大衆としての一人」という記録がある。その後〈子供 悲しみ〉














民学校生）であった筆者らが受けた理不尽な教育の記録が収録される。例えば、教師からの理不尽な指示を拒否できない様子や、体罰が横行している様子についての記録である。 〈青春はどこへ〉には中学生や師範学校生、高等女学校生であった筆者らが経験した、戦時中の様子を描いた録が収録されている。ここでは、 〈子ども 悲しみ〉同様、理不尽な教育に加えて、勤労奉仕により教育を受けられない点も記録される。 〈天皇教〉と〈気も狂わずに〉 は、教師であった筆者らが教 に行った教育を 批判的 記した記録が収 されてい また、 〈暗い人間関係〉は視学や校長の権威性についての記録である。 〈戦後責任〉には任命制教育委員会や、道徳教育を主張す 教師 いることなど、戦後の教育界の保守化につ の記録 収録されている。　
これらのうち、教師であった筆者が教え子に行った教育
を、批判的に記した記録と、 〈暗い人間関係〉に収録された記録に注目す 「はじめに」で述べたよう 、戦争協力する教育の様子を、その を行った教師自身 批判的に記録した「戦争教育の記録」は、 『山形の教育』を含めたいくつかの記録集以外には見られない。従 て、本運
動の特徴を具体的に示すためにも、このような記録を見ていく。　
また、 〈暗い人間関係〉の記録は、視学や校長の権威性、
職場の人間関係が原因で教師が戦争に協力する教育を行ったとしている。 「戦争教育の記録運動」が、教育行政が保守化する中で、教師が権威に迎合し、を行うこ を防ぐ目的で進められたという点を考えれば、戦中の教育で権威的であった視学や校長を描いた〈暗い人間関係〉 の記録を確認する必要 ある。なお 『山形の 』は全て筆者 名前と勤務校が記載して が、本稿では名前の掲載の了承がとれていな ため、名前は掲載していない。　
まず、教師が教え子に軍人や満蒙開拓青少年義勇軍を志
















与えたことを記し 自身の責任を指摘する記録である。 「Ｔ子さんへ」では、ある教え子が無口で困ると、教え子の母親から聞い に対 て、筆者の考えたことがまとめられている。筆者は、 「何かと言えば『黙 』 『文句を言うな』式の教育をやつた私の責任ではな のかしら。
〔中略〕
あ





のような形で、 『山形の教育』 戦争に協力する教育の様子を、その教育を行った教師自身が批判的 記録してた。　
次に〈暗い人間関係〉に収録されている、視学の権威性


































































































関係とその中での態度 描いてい 人間関係として、視学や校長の絶対的な様子が描 れる。そして校長に対し抵抗した場合、校長から非難され、さらに、他の 師から手助けがあるということは く、教師同士でおと め合う様子も記録される。こうした人間関係の中 女性は最下層に位置し、思考力を奪われていたと述べられる。また、この状況の一部は一九五八年当時も「残存 ていないでもなく、また勤務評定の実施で強化される 言う。　
そして、 このように一九五八年当時の教師とも共通する、
教師の人間関係や態度の結果、 「語ることさえためらわずには」や「Ｔ子さんへ」 記録のように、教師が戦争に協力する 育を行うこととなったという見方が多くの記録にあった。　
この後、 『山形の教育』は、勤務評定そのものや、勤務
評定を進める教育長へ 反対の根拠となって く。まず、〈暗い人間関係〉に収録された記録が『山形教育新聞』の「職場の人間関係」という特集で、勤務評定の効果を説明するために引用される。ここで テーマは女性教師の地位および職場での発言の自由であった。 『山形の教育』 の中の、女性教師の地位や職場での発言の自由 問題視する記録を引用しながら、戦中と戦後 相違点、勤務評定の問題点を問うていく。　
この特集号は、 「戦前の人のつながり」 、 「戦前をかえり
みて」の一部を引用しながら「戦前、押しひしがれ、無気力にさせられた女の先生が 後どのように変わつてきたのでしようか」と問 を立て 。そして、女性が校長や上席になっていることを挙げて、状況が改善したことを述べる。一方 、アンケートを用いて、不十分な点も指摘する。「戦前、あれほどしいたげられ、ほとんど抵抗力さえ失つたように思われる女教師が、戦後の民主化の波にのつて、花々しく活躍し出したとはいえ、 旦 み込んだ男教師依
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師が権威に迎合し、戦争に協力する教育を行わな 思想を作るためにも、 「戦争教育の記録」 提案した。なお、既に鈴木は都市部の青年教師 権威に迎合する態度を問題視し、これを改変する運動を行っていた。こうした教師の態度を問う運動とも結びつき、 「戦争教育の記録」が提案された。こうして作られた『山形の教育』は、戦争 協力する教育の様子を、その教育を行った 自身 批判的に記録した上で、その要因として戦中の視学や校長など 権威的な態度や、職場の人間関係 あることを指摘した。そしてこれらの記録は 教育行政の保守化 反対する根拠となった。　
このように、教え子たちのために、村の貧困を問う生活
記録を行っていたからこそ、自身の生活記録を省察することができ、教師の有する戦争責任 記録を生み出すこ




度を問う、教師自身の生活記録であると言える。鈴木からの聞き取りや「こんなことがゆるされては」から分かるように、 「戦争教育の記録」は次のことを問う意図で提案された。一つは権威に迎合し、連帯す ことが出来ない一九五〇年代の教師の態度、 二つ目 教員組合の質である。これらは一九五五年の「 〈職場討議 ために〉 」から継続して問題とされていた。こうした問題を乗り越え 思想 作るために、戦争に協力した自身の を しようというのであった。　
実際に書かれた記録は、戦時中の権威的な視学や校長、




























































16）無着成恭の行なった『山びこ学校』を「みんなのもの」にすることを意図し、一九五一年に須藤、無着らが結成したサークル。戦後山形の教育文化運動に大いに影響を与えていく。須藤や山形県内の教育文化運動 関する詳細は、前掲「須藤克三と戦後山形 動」 『戦後史の かの生活記録運動』を参照してもらいたい。
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Teachers Question the War Responsibility against Teachers: the 
Beginning and Development of “The Movement to Record the 
Education Supporting the Pacific War”
MATSUMOTO, Kenjiro
The aim of this article is to analyze the social function of postwar 
historical documents called “Records of the education supporting the 
Pacific War”, which were recorded by the teachers themselves as critical 
records of their education during the Pacific War. 
The movement of recording them was led primarily by young 
teachers in Yamagata Prefecture. Among them Teruo Suzuki figured in 
the central. He and his companions asked themselves how they should 
develop their movement, what kinds of problems were happening in the 
movement and what type of teachers they should be. These questions to 
their own movement created and developed “Records of the Education”.
Suzuki became a teacher at a farming village. He started the move-
ment by recording everyday life of their students to solve their prob-
lems. At first, his aim of the movement was to release his students from 
the old-fashioned way of thought of the village. After some time passed, 
however, his focal point of the movement turned from the release of the 
students from to the change of such a way of thought itself. The reason 
of the turn existed in that even if they criticized the way of thinking 
hard the village still remained to be old-fashioned and those students 
who went out from the village to cities were still in strained circum-
stances. That also urged them to change how to record everyday life 
of the village: not only through the viewpoint of the students but also 
through that of the adults in the village.
In addition Suzuki found that there were some common points 
in wartime education and postwar one: Just as wartime teachers rec-
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ommended humble students to participate in the Youth Troupes for 
Manchuria-Mongolia Areas, his record also helped humble students to 
go to city. Such commonality of wartime and postwar educations urged 
Suzuki and his companions to discuss the relationship between war and 
education more deeply and to listen to the elder generation of teachers 
concerned with wartime education. Moreover Suzuki felt worried about 
the postwar conservatism swing of the national educational adminis-
tration and tried to lead a movement to change urban young teachers’ 
mind and behavior not to compromise conservative authority. 
Against the background of the above-mentioned conditions, Suzu-
ki urged the teachers in Yamagata to record the education supporting 
the Pacific War, which was at last edited as “Education of Yamagata”. 
As a result these records, which are critical to wartime and postwar 
education supporting the Pacific War, also gave a critical basis against 
educational conservatism ideology by pointing out that the education 
supporting the Pacific War originated from the authoritative behavior 
of school inspectors and principals and human relations created within 
their place of work.
